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資料 2-1-1 大学案内パンフレット 令和６（2024）年度版 
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資料 2-1-2 星槎大学 教職課程履修規程 

 

星槎大学 教職課程履修規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、星槎大学学則（以下「学則」という。）第３８条５に基づき、星槎大

学（以下「本学」という。）における教職課程（以下「本課程」という。）の履修に関し必要

な事項を定める。 

 

（定義） 

第２条 本課程を履修し教育職員免許状を取得しようとする者は、「教育職員免許法」およ

び、「教育職員免許法施行規則」に定めるところに従い、本学所定の単位を取得しなければ

ならない。 

 

（教員免許状の種類） 

第３条 本学共生科学部共生科学科各専攻において取得できる教育職員免許状（以下「免許

状」という）は以下のとおりである。 

専 攻 免許状 

共生科学専攻 

中学校教諭一種免許状（社会） 

高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

高等学校教諭一種免許状（公民） 

特別支援学校教諭一種免許状 

初等教育専攻 
幼稚園教諭一種免許状 

小学校教諭一種免許状 

スポーツ身体表現専攻 
中学校教諭一種免許状（保健体育） 

高等学校教諭一種免許状（保健体育） 

グローカルコミュニケーション専攻 
中学校教諭一種免許状（英語） 

高等学校教諭一種免許状（英語） 

 

（要件） 

第４条 前条の免許状を取得しようとする者は、下記の条件を充たさなければならない。 

１．学則第４６条に定める卒業に必要な要件を充たしていること。 

２．幼稚園教諭一種免許状の取得に関する必要単位について 
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（１）以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以

上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーション

（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーション

（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

（２）以下の領域及び保育内容の指導法に関する科目より、必修単位を含め２４単位以上修

得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 保育内容（健康） ２ 必修 保育内容の指導法（健康） ２ 

必修 保育内容（人間関係） ２ 必修 
保育内容の指導法（人間

関係） 
２ 

必修 保育内容（環境） ２ 必修 保育内容の指導法（環境） ２ 

必修 保育内容（言葉） ２ 必修 保育内容の指導法（言葉） ２ 

必修 保育内容（音楽表現） ２ 必修 
保育内容の指導法（音楽

表現） 
２ 

必修 保育内容（造形表現） ２ 必修 
保育内容の指導法（造形

表現） 
２ 

 

（３）以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２５単位以上修得して

いること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理 ２ 必修 

教育方法・技術論（情報

通信技術の活用含む）（初

等） 

２ 

必修 教職概論 ２ 必修 幼児理解の理論と方法 ２ 

必修 教育経営・学校安全論 ２ 必修 教育相談 ２ 

必修 教育心理学 ２ 必修 教育実習（初等）（１） ５ 

必修 

特別の支援を必要とす

る幼児・児童・生徒の理

解 

２ 選択 教育実習（初等）（２） ３ 

必修 教育課程論 ２ 必修 教職実践演習（初等） ２ 
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（４）先に示した領域及び保育内容の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目

等及び以下の大学が独自に設定する科目も含め５１単位以上修得していること。 

 

３．小学校教諭一種免許状の取得に関する必要単位について 

（１）以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以

上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーション

（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーション

（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

（２）以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め４０単位以上修得し

ていること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教科（国語） ２ 必修 初等教科教育法（国語） ２ 

必修 教科（社会） ２ 必修 初等教科教育法（社会） ２ 

必修 教科（算数） ２ 必修 初等教科教育法（算数） ２ 

必修 教科（理科） ２ 必修 初等教科教育法（理科） ２ 

必修 教科（生活） ２ 必修 初等教科教育法（生活） ２ 

必修 教科（音楽） ２ 必修 初等教科教育法（音楽） ２ 

必修 教科（図画工作） ２ 必修 初等教科教育法（図画工作） ２ 

必修 教科（家庭） ２ 必修 初等教科教育法（家庭） ２ 

必修 教科（体育） ２ 必修 初等教科教育法（体育） ２ 

必修 教科（外国語） ２ 必修 初等教科教育法（外国語） ２ 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習 ２ 

選択 発達障害教育総論 ２ 選択 
多様な幼児・児童・生徒

の支援演習 
２ 

選択 
持続可能な開発のための

教育（ESD） 
２ 選択 学校ボランティア １ 

選択 
ワーク・ライフ・バランス

論 
２ 選択 介護等の体験 １ 
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（３）以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２９単位以上修得して

いること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理 ２ 必修 特別活動の指導法（初等） １ 

必修 教職概論 ２ 必修 
教育方法・技術論（情報通

信技術の活用含む）（初等） 
２ 

必修 
教育経営・学校安全

論 
２ 必修 生徒・進路指導論（初等） ２ 

必修 教育心理学 ２ 必修 教育相談 ２ 

必修 

特別の支援を必要と

する幼児・児童・生

徒の理解 

２ 必修 教育実習（初等）（１） ５ 

必修 教育課程論 ２ 選択 教育実習（初等）（２） ３ 

必修 
道徳の理論・指導法

（初等） 
２ 必修 教職実践演習（初等） ２ 

必修 
総合的な学習の時間

の指導法（初等） 
１ 

 

（４）先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及

び以下の大学が独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習 ２ 

選択 発達障害教育総論 ２ 選択 
多様な幼児・児童・生徒の

支援演習 
２ 

選択 
持続可能な開発のた

めの教育（ESD） 
２ 選択 学校ボランティア １ 

選択 
ワーク・ライフ・バラ

ンス論 
２ 選択 介護等の体験 １ 

 

４．中学校教諭一種免許状の取得に関する必要単位について 

（１）社会 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上

修得していること。 
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区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーション

（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーション

（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２８単位以上修得して

いること。 

１）教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 歴史概説Ⅰ ２ いずれか 

１科目必修 

社会学 ２ 

必修 歴史概説Ⅱ ２ 経済学 ２ 

選択 アジアの近代と社会 ２ 

１科目以上   

選択必修 

医療社会学 ２ 

選択 日本史Ⅰ ２ 比較文化論 ２ 

選択 外国史Ⅰ ２ 環境と社会 ２ 

必修 地理概説Ⅰ ２ 
世界の見方とジャ

ーナリズム 
２ 

１科目以上   

選択必修 

地理概説Ⅱ ２ いずれか 

１科目必修 

哲学・倫理学 ２ 

人文地理学 ２ 宗教学 ２ 

自然地理学 ２ いずれか 

１科目選択

必修 

環境と倫理 ２ 

必修 法学 ２ 公共哲学 ２ 

１科目以上 

選択必修 

国際法 ２ 
 

  

国際関係論 ２   

環境法 ２ 
 

  

政治学 ２   

  

３）各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 社会科公民科指導法Ⅰ ２ 必修 社会科公民科指導法Ⅲ ２ 

必修 社会科公民科指導法Ⅱ ２ 必修 社会科公民科指導法Ⅳ ２ 
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ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２９単位以上修得してい

ること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理 ２ 必修 特別活動の指導法（中等） １ 

必修 教職概論 ２ 必修 
教育方法・技術論（情報通信

技術の活用含む）（中等） 
２ 

必修 
教育経営・学校安全

論 
２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育心理学 ２ 必修 教育相談 ２ 

必修 

特別の支援を必要

とする幼児・児童・

生徒の理解 

２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論 ２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 
道徳の理論・指導法

（中等） 
２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時

間の指導法（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

 

エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び

以下の大学が独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

（２）保健体育 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上

修得していること。 

 

 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習 ２ 

選択 発達障害教育総論 ２ 選択 
多様な幼児・児童・生徒の支

援演習 
２ 

選択 
持続可能な開発の

ための教育（ESD） 
２ 選択 学校ボランティア １ 

選択 
ワーク・ライフ・バ

ランス論 
２ 選択 介護等の体験 １ 
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区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーション

（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーション

（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め３３単位以上修得して

いること。 

１）教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 体つくり運動 １ 必修 運動学 ２ 

必修 器械体操 １ 必修 生理学 ２ 

必修 陸上 １ 必修 スポーツ生理学 ２ 

必修 水泳 １ 選択 解剖学 ２ 

必修 野球 １ 必修 衛生学 ２ 

いずれか

１科目 

必修 

サッカー １ 必修 公衆衛生学 ２ 

バスケットボール １ 必修 学校保健概論 ２ 

いずれか

１科目 

必修 

バレーボール １ 必修 救急処置法 ２ 

バドミントン １    

必修 柔道 １    

必修 ダンス １    

いずれか

１科目 

必修 

スポーツ原理 ２    

スポーツ心理学 ２    

スポーツ経営管理論 ２    

スポーツ社会学 ２    

体育史 ２    

 

２）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 陸上演習 ２ 選択 球技演習 ２ 
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３）各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 保健体育科指導法Ⅰ ２ 必修 保健体育科指導法Ⅲ ２ 

必修 保健体育科指導法Ⅱ ２ 必修 保健体育科指導法Ⅳ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２９単位以上修得してい

ること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理 ２ 必修 特別活動の指導法（中等） １ 

必修 教職概論 ２ 必修 
教育方法・技術論（情報通

信技術の活用含む）（中等） 
２ 

必修 教育経営・学校安全論 ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育心理学 ２ 必修 教育相談 ２ 

必修 

特別の支援を必要とす

る幼児・児童・生徒の理

解 

２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論 ２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 
道徳の理論・指導法（中

等） 
２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の

指導法（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

 

エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び

以下の大学が独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習 ２ 

選択 発達障害教育総論 ２ 選択 
多様な幼児・児童・生徒の

支援演習 
２ 

選択 
持続可能な開発のため

の教育（ESD） 
２ 選択 学校ボランティア １ 

選択 
ワーク・ライフ・バラン

ス論 
２ 選択 介護等の体験 １ 
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（３）英語 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上

修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーション

（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーション

（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２８単位以上修得して

いること。 

１）教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 英語学概論Ⅰ ２ 選択 
英語総合 

（Reading&Writing） 
２ 

必修 英語学概論Ⅱ ２ 選択 
英語基礎 

（Listening&Speaking） 
２ 

必修 英語文学論（１） ２ 選択 
英語総合 

（Listening&Speaking） 
２ 

選択 英語文学論（２） ２ 必修 異文化理解 ２ 

必修 英語文学講読（１） ２ 選択 
異文化間コミュニケーシ

ョン 
２ 

選択 英語文学講読（２） ２ 選択 国際関係論 ２ 

必修 
実践英語コミュニケ

ーションⅠ 
２ 選択 比較文化論 ２ 

必修 
実践英語コミュニケ

ーションⅡ 
２ 選択 

世界の見方とジャーナリ

ズム 
２ 

選択 
英語基礎 

（Reading&Writing） 
２ 

 

２）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 英語演習（１） ２ 選択 英語演習（２） ２ 
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３）各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 英語科指導法Ⅰ ２ 必修 英語科指導法Ⅲ ２ 

必修 英語科指導法Ⅱ ２ 必修 英語科指導法Ⅳ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２９単位以上修得してい

ること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理 ２ 必修 特別活動の指導法（中等） １ 

必修 教職概論 ２ 必修 

教育方法・技術論（情報

通信技術の活用含む）（中

等） 

２ 

必修 教育経営・学校安全論 ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育心理学 ２ 必修 教育相談 ２ 

必修 

特別の支援を必要とす

る幼児・児童・生徒の

理解 

２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論 ２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 
道徳の理論・指導法（中

等） 
２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の

指導法（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

 

エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び

以下の大学が独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習 ２ 

選択 発達障害教育総論 ２ 選択 
多様な幼児・児童・生徒

の支援演習 
２ 

選択 
持続可能な開発のた

めの教育（ESD） 
２ 選択 学校ボランティア １ 

選択 
ワーク・ライフ・バラ

ンス論 
２ 選択 介護等の体験 １ 
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５．高等学校教諭一種免許状の取得に関する必要単位について 

（１）地理歴史 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上

修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーション

（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーション

（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２４単位以上修得して

いること。 

１）教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本史Ⅰ ２ 必修 人文地理学 ２ 

必修 日本史Ⅱ ２ 必修 自然地理学 ２ 

選択 歴史概説Ⅰ ２ 選択 地理概説Ⅰ ２ 

必修 外国史Ⅰ ２ 選択 地理概説Ⅱ ２ 

必修 外国史Ⅱ ２ 必修 地誌Ⅰ ２ 

選択 歴史概説Ⅱ ２ 必修 地誌Ⅱ ２ 

選択 アジアの近代と社会 ２    

 

２）各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 地理歴史科指導法Ⅰ ２ 選択 地理歴史科指導法Ⅱ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２５単位以上修得してい

ること。 
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区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理 ２ 必修 

教育方法・技術論（情報

通信技術の活用含む）（中

等） 

２ 

必修 教職概論 ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育経営・学校安全論 ２ 必修 教育相談 ２ 

必修 教育心理学 ２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 

特別の支援を必要とす

る幼児・児童・生徒の理

解 

２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論 ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の

指導法（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

必修 
特別活動の指導法（中

等） 
１ 

 

エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び

以下の大学が独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

（２）公民 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上

修得していること。 

 

 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習 ２ 

選択 
道徳の理論・指導法（中

等） 
２ 選択 

多様な幼児・児童・生徒

の支援演習 
２ 

選択 発達障害教育総論 ２ 選択 学校ボランティア ２ 

選択 
持続可能な開発のため

の教育（ESD） 
２ 選択 介護等の体験 １ 

選択 
ワーク・ライフ・バラン

ス論 
２ 
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区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーション

（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーション

（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２４単位以上修得して

いること。 

１）教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 法学 ２ いずれか 

１科目必修 

哲学・倫理学 ２ 

必修 国際法 ２ 宗教学 ２ 

１科目以上 

選択必修 

国際関係論 ２ 

１科目以上 

選択必修 

心理学（１） ２ 

環境法 ２ 心理学（２） ２ 

政治学 ２ 環境と倫理 ２ 

いずれか 

１科目必修 

社会学 ２ 公共哲学 ２ 

経済学 ２ 

１科目以上 

選択必修 

医療社会学 ２ 

比較文化論 ２ 

環境と社会 ２ 

世界の見方とジャー

ナリズム 
２ 

 

２）各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 社会科公民科指導法Ⅰ ２ 選択 社会科公民科指導法Ⅲ ２ 

必修 社会科公民科指導法Ⅱ ２ 選択 社会科公民科指導法Ⅳ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２５単位以上修得してい

ること。 
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区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理 ２ 必修 

教育方法・技術論（情報

通信技術の活用含む）（中

等） 

２ 

必修 教職概論 ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育経営・学校安全論 ２ 必修 教育相談 ２ 

必修 教育心理学 ２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 

特別の支援を必要とす

る幼児・児童・生徒の理

解 

２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論 ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の

指導法（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

必修 
特別活動の指導法（中

等） 
１ 

 

エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び

以下の大学が独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

（３）保健体育 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上

修得していること。 

 

 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習 ２ 

選択 
道徳の理論・指導法（中

等） 
２ 選択 

多様な幼児・児童・生徒の

支援演習 
２ 

選択 発達障害教育総論 ２ 選択 学校ボランティア ２ 

選択 
持続可能な開発のため

の教育（ESD） 
２ 選択 介護等の体験 １ 

選択 
ワーク・ライフ・バラン

ス論 
２ 
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区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーション

（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーション

（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２９単位以上修得して

いること。 

１）教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 体つくり運動 １ 必修 運動学 ２ 

必修 器械体操 １ 必修 生理学 ２ 

必修 陸上 １ 必修 スポーツ生理学 ２ 

必修 水泳 １ 選択 解剖学 ２ 

必修 野球 １ 必修 衛生学 ２ 

いずれか 

１科目 

必修 

サッカー １ 必修 公衆衛生学 ２ 

バスケットボール １ 必修 学校保健概論 ２ 

いずれか 

１科目 

必修 

バレーボール １ 必修 救急処置法 ２ 

バドミントン １    

必修 柔道 １    

必修 ダンス １    

いずれか 

１科目 

必修 

スポーツ原理 ２    

スポーツ心理学 ２    

スポーツ経営管理論 ２    

スポーツ社会学 ２    

体育史 ２    

 

２）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 陸上演習 ２ 選択 球技演習 ２ 
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３）各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 保健体育科指導法Ⅰ ２ 選択 保健体育科指導法Ⅲ ２ 

必修 保健体育科指導法Ⅱ ２ 選択 保健体育科指導法Ⅳ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２５単位以上修得してい

ること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理 ２ 必修 
教育方法・技術論（情報通信

技術の活用含む）（中等） 
２ 

必修 教職概論 ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育経営・学校安全論 ２ 必修 教育相談 ２ 

必修 教育心理学 ２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 

特別の支援を必要とす

る幼児・児童・生徒の理

解 

２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論 ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の

指導法（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

必修 
特別活動の指導法（中

等） 
１ 

 

エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び

以下の大学が独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習 ２ 

選択 道徳の理論・指導法（中等） ２ 選択 
多様な幼児・児童・生徒の

支援演習 
２ 

選択 発達障害教育総論 ２ 選択 学校ボランティア ２ 

選択 
持続可能な開発のための教

育（ESD） 
２ 選択 介護等の体験 １ 

選択 ワーク・ライフ・バランス論 ２ 
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（４）英語 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上

修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーション

（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーション

（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２４単位以上修得して

いること。 

１）教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 英語学概論Ⅰ ２ 選択 
英語基礎 

（Reading&Writing） 
２ 

必修 英語学概論Ⅱ ２ 選択 
英語総合 

（Reading&Writing） 
２ 

必修 英語文学論（１） ２ 選択 
英語基礎 

（Listening&Speaking） 
２ 

選択 英語文学論（２） ２ 選択 
英語総合 

（Listening&Speaking） 
２ 

必修 英語文学講読（１） ２ 必修 異文化理解 ２ 

選択 英語文学講読（２） ２ 選択 
異文化間コミュニケーシ

ョン 
２ 

必修 
実践英語コミュニケーシ

ョンⅠ 
２ 選択 国際関係論 ２ 

必修 
実践英語コミュニケーシ

ョンⅡ 
２ 選択 比較文化論 ２ 

   選択 
世界の見方とジャーナリ

ズム 
２ 

 

２）教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 英語演習（１） ２ 選択 英語演習（２） ２ 
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３）各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 英語科指導法Ⅰ ２ 選択 英語科指導法Ⅲ ２ 

必修 英語科指導法Ⅱ ２ 選択 英語科指導法Ⅳ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２５単位以上修得してい

ること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理 ２ 必修 

教育方法・技術論（情報

通信技術の活用含む）

（中等） 

２ 

必修 教職概論 ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育経営・学校安全論 ２ 必修 教育相談 ２ 

必修 教育心理学 ２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 
特別の支援を必要とする

幼児・児童・生徒の理解 
２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 教育課程論 ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の指

導法（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

必修 特別活動の指導法（中等） １    

 

エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び

以下の大学が独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習 ２ 

選択 道徳の理論・指導法（中等） ２ 選択 
多様な幼児・児童・生徒

の支援演習 
２ 

選択 発達障害教育総論 ２ 選択 学校ボランティア ２ 

選択 
持続可能な開発のための

教育（ESD） 
２ 選択 介護等の体験 １ 

選択 
ワーク・ライフ・バランス

論 
２ 
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６．特別支援学校教諭一種免許状の取得に関する必要単位について 

 

（１）小学校･中学校･高等学校又は幼稚園の教諭の普通免許状を有しているまたは取得見

込みであること。 

 

（２）以下の特別支援教育に関する科目より、必修単位を含め３９単位以上修得しているこ

と。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 特別支援教育論 ２ 必修 病弱教育指導法 ２ 

必修 
視覚障害の心理・生理・病

理Ⅰ 
２ 選択 視覚障害教育総論 ２ 

必修 
視覚障害の心理・生理・病

理Ⅱ 
２ 選択 聴覚障害教育総論 ２ 

必修 
聴覚障害の心理・生理・病

理Ⅰ 
２ 選択 知的障害教育総論 ２ 

必修 
聴覚障害の心理・生理・病

理Ⅱ 
２ 選択 肢体不自由教育総論 ２ 

必修 
知的障害の心理・生理・病

理 
２ 選択 病弱教育総論 ２ 

必修 
肢体不自由の心理・生理・

病理 
２ 必修 発達障害教育総論 ２ 

必修 病弱の心理・生理・病理 ２ 必修 重複障害教育総論 ２ 

必修 視覚障害教育指導法Ⅰ ２ 
選択

必修 

発達障害教育指導法

(１) 
２ 

必修 視覚障害教育指導法Ⅱ ２ 
選択

必修 

発達障害教育指導法

(２) 
２ 

必修 聴覚障害教育指導法Ⅰ ２ 
選択

必修 

発達障害の判定とその

教育的対応Ⅰ 
1 

必修 聴覚障害教育指導法Ⅱ ２ 
選択

必修 

発達障害の判定とその

教育的対応Ⅱ 
１ 

必修 知的障害教育指導法 ２ 必修 教育実習（特別支援） 3 

必修 肢体不自由教育指導法 ２ 
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（教育実習の履修要件） 

第５条 「教育実習」は、実施前年度の所定の時期に以下に掲げる要件を満たす者に限って

履修できるものとする。 

１．基礎要件 

（１）総修得単位数 

学士未取得者 学士既取得者 

総修得単位数が９３単位以上であること なし 

 

（２）ガイダンス等 

以下のガイダンス等に出席（内諾活動事前面接は出席のうえ内諾活動開始を可とする評

価を得る）していること 

ガイダンス等名 出席年度 

教職課程ガイダンス 教職課程登録年度 

内諾活動ガイダンス 教育実習内諾活動を行う年度 

内諾活動事前面接 教育実習内諾活動を行う年度 

教育実習ガイダンス 教育実習を履修する年度 

介護等の体験ガイダンス 介護等の体験を行う年度（小・中のみ） 

 

（３）教育実習実施申請 

 教育実習実施前年度の所定の時期に教育実習実施申請を行い、申請内容に従って教育実

習実施前年度の手続きを完了している。 

 

（４）本学で懲戒処分を受けていない者 
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２．修得科目要件 

（１）幼稚園教諭一種免許状 

６６条の６に関す

る科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、デ

ータ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の４

区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

領域及び保育内容

の指導法に関する

科目 

【領域に関する専門的事項】より３科目以上 

【保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より

３科目以上を修得していること。 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

以下の必修５科目を修得していること。 

「教育原理」「教職概論」「特別の支援を必要とする幼児・児童・

生徒の理解」「教育課程論」「教育方法・技術論（情報通信技術の

活用含む）（初等）」 

 

（２）小学校教諭一種免許状 

６６条の６に関す

る科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、デ

ータ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の４

区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

【教科に関する専門的事項】より５科目以上 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より５

科目以上を修得していること。 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

以下の必修６科目以上を修得していること。 

「教育原理」「教職概論」「特別の支援を必要とする幼児・児童・

生徒の理解」「教育課程論」「道徳の理論・指導法（初等）」「教育

方法・技術論（情報通信技術の活用含む）（初等）」 
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（３）中学校教諭一種免許状（社会） 

６６条の６に関す

る科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、デ

ータ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の４

区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

以下の必須科目８科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より「歴史概説Ⅰ」「歴史概説Ⅱ」

「地理概説Ⅰ」「法学」の４科目修得必須。 

「社会学」「経済学」のいずれか１科目及び「哲学・倫理学」「宗

教学」のいずれか１科目 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「社会科公民科指導法Ⅰ」「社会科公民科指導法Ⅱ」の２科目修

得必須。 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

以下の必修６科目を修得していること。 

「教育原理」「教職概論」「特別の支援を必要とする幼児・児童・

生徒の理解」「教育課程論（中等）」「道徳の理論・指導法」 

「教育方法・技術論（情報通信技術の活用含む）（中等）」  

 

（４）中学校教諭一種免許状（保健体育） 

６６条の６に関す

る科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、デ

ータ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の４

区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

以下の合計１１科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より必修科目（いずれか１科目必

修科目含む）９科目以上 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「保健体育科指導法Ⅰ」「保健体育科指導法Ⅱ」の２科目 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

以下の必修６科目を修得していること。 

「教育原理」「教職概論」「特別の支援を必要とする幼児・児童・

生徒の理解」「教育課程論」「道徳の理論・指導法（中等）」 

「教育方法・技術論（情報通信技術の活用含む）（中等）」 
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（５）中学校教諭一種免許状（英語） 

６６条の６に関

する科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、デ

ータ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の４

区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の

指導法に関する

科目 

以下の必須９科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より 

「英語学概論Ⅰ」「英語学概論Ⅱ」「英語文学論（１）」「英語文学

講読（１）」「実践英語コミュニケーションⅠ」「実践英語コミュ

ニケーションⅡ」「異文化理解」の７科目修得必須。 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「英語科指導法Ⅰ」「英語科指導法Ⅱ」の２科目修得必須。 

教育の基礎的理

解に関する科目

等 

以下の必修６科目を修得していること。 

「教育原理」「教職概論」「特別の支援を必要とする幼児・児童・

生徒の理解」「教育課程論」「道徳の理論・指導法（中等）」 

「教育方法・技術論（情報通信技術の活用含む）（中等）」 

 

（６）高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

６６条の６に関す

る科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、デ

ータ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の４

区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

以下の必須１０科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より 

「日本史Ⅰ」「日本史Ⅱ」「外国史Ⅰ」「外国史Ⅱ」「人文地理学」

「自然地理学」「地誌Ⅰ」「地誌Ⅱ」の８科目修得必須。 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「地理歴史科指導法Ⅰ」「地理歴史科指導法Ⅱ」の２科目修得必

須。 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

以下の必須５科目を修得していること。 

「教育原理」「教職概論」「特別の支援を必要とする幼児・児童・

生徒の理解」「教育課程論」「教育方法・技術論（情報通信技術の

活用含む）（中等）」 
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（７）高等学校教諭一種免許状（公民） 

６６条の６に関す

る科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、デ

ータ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の４

区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

以下の必須６科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より「法学」「国際法」２科目必須。 

「社会学」「経済学」のいずれか１科目及び「哲学・倫理学」「宗

教学」のいずれか１科目 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「社会科公民科指導法Ⅰ」「社会科公民科指導法Ⅱ」の２科目修

得必須。 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

以下の必須５科目を修得していること。 

「教育原理」「教職概論」「特別の支援を必要とする幼児・児童・

生徒の理解」「教育課程論」「教育方法・技術論（情報通信技術の

活用含む）（中等）」 

 

 （８）高等学校教諭一種免許状（保健体育） 

６６条の６に関す

る科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、デ

ータ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の４

区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

以下の合計１１科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より必修科目（いずれか１科目必

修科目含む）９科目以上 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「保健体育科指導法Ⅰ」「保健体育科指導法Ⅱ」の２科目 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

以下の必須５科目を修得していること。 

「教育原理」「教職概論」「特別の支援を必要とする幼児・児童・

生徒の理解」「教育課程論」「教育方法・技術論（情報通信技術の

活用含む）（中等）」 
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（９）高等学校教諭一種免許状（英語） 

６６条の６に関

する科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、デ

ータ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の４

区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の

指導法に関する

科目 

以下の必須９科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より 

「英語学概論Ⅰ」「英語学概論Ⅱ」「英語文学論（１）」「英語文学

講読（１）」「実践英語コミュニケーションⅠ」「実践英語コミュ

ニケーションⅡ」「異文化理解」の７科目修得必須。 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「英語科指導法Ⅰ」「英語科指導法Ⅱ」の２科目修得必須。 

教育の基礎的理

解に関する科目

等 

以下の必須５科目を修得していること。 

「教育原理」「教職概論」「特別の支援を必要とする幼児・児童・

生徒の理解」「教育課程論」「教育方法・技術論（情報通信技術の

活用含む）（中等）」 

 

（１０）特別支援学校教諭１種免許状 

以下の科目を含めて、必修科目を１０科目以上修得していること。 

「特別支援教育論」「視覚障害の心理・生理・病理Ⅰ」「聴覚障害の心理・生理・病

理Ⅰ」「視覚障害教育指導法Ⅰ」   

「聴覚障害教育指導法Ⅰ」「発達障害教育総論」「重複障害教育総論」 

「知的障害の心理・生理・病理」もしくは「知的障害教育指導法」のいずれか 1 科

目 

「肢体不自由の心理・生理・病理」もしくは「肢体不自由教育指導法」のいずれか

1 科目 

「病弱の心理・生理・病理」もしくは「病弱教育指導法」のいずれか 1 科目 

 

３．英語力要件 

 中学校教諭一種免許状（英語）、高等学校教諭一種免許状（英語）について、所定の英語

力を身につけている。 

 

４．特別支援学校教諭一種免許状取得のための教育実習について 

（１）基礎となる教員免許状を教育実習実施年度内に取得見込み、もしくは取得済みの場合

のみ履修することができる。 
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（２）基礎となる教員免許の教育実習と同年度に履修する場合、その教育実習は基礎となる

教員免許状の教育実習を先に行うこと。 

 

（教職実践演習の履修要件） 

第６条 「教職実践演習」を履修するためには、免許状取得に必要な単位を修得もしくは修

得見込みでなければならない。 

 

（教職課程登録申込み） 

第７条 本課程を履修しようとする者は、定められた期日までに「教職課程登録申込書」を

教職総合支援センターに提出しなければならない。 

 

（費用） 

第８条 前条の届出をした者は定められた期日までに「教職課程登録費」および「教育実習

管理費」を納入しなければならない。一旦納入した「教職課程登録費用」および「教育実習

管理費」については、返金しない。 

 

（有効期間） 

第９条 教職課程登録の有効期間について、教育実習を伴う登録は教職実践演習、もしくは

教育実習終了の年度末までとし、登録のみの場合は３年とする。 

 

 

項 目 金額 備 考 

教職課程登録費 １０,０００円 教職課程を履修する者 

教育実習管理費 

（幼・小免） 
５０,０００円 

｢教育実習（初等）（１）｣を履修する者で、幼稚園・

小学校教諭一種免許状の取得を希望する者 

教育実習管理費 

（幼・小免） 
５０,０００円 

｢教育実習（初等）（２）｣を履修する者で、幼稚園・

小学校教諭一種免許状の取得を希望する者 

教育実習管理費 

（中・高免） 
５０,０００円 

｢教育実習（中等）Ⅰ（１）｣を履修する者で、中学校・

高等学校教諭一種免許状の取得を希望する者 

教育実習管理費 

（中・高免） 
５０,０００円 

｢教育実習（中等）Ⅰ（２）｣「教育実習（中等）Ⅱ」

を履修する者で、中学校・高等学校教諭一種免許状

取得を希望する者 

教育実習管理費 

（特支免） 
５０,０００円 

｢教育実習（特別支援）」を履修する者で、特別支援学

校免許状の取得を希望する者 
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（教育実習の内諾・配当）  

第１０条 実習希望先から内諾を得たあとの辞退は原則認めない。各教育委員会から実習先

が配当された者が辞退した場合、その後の本学での配当申請は原則受付けない。 

 

（教育実習の中断）  

第１０条の２ 本学における教育実習が中断になった場合、原則として教育実習の再履修を

認めない。 

 

（単位認定） 

第１１条 他大学で修得した一部の教職課程の単位について、正科生のみ申請により単位認

定審査を可とする。 

 

（改廃） 

第１２条 この規程の改廃は、別に定める規程管理規程による。 

 

附則 

 この規程は、２００６（平成１８）年４月１日から施行する。 

 

改正 平成１９.４.１ 平成３０.４.１ 

 平成２０.４.１ 平成３１.４.１ 

 平成２１.４.１ 令和２.４.１ 

 平成２２.４.１ 令和３.４.１ 

 平成２３.４.１ 令和３.１０.２７ 

 平成２５.４.１ 令和４.４.１ 

 平成２６.４.１ 令和５.４.１ 

 平成２７.４.１ 令和６.４.１ 

 平成２８.４.１ 令和７.７.１ 

 平成２９.４.１  
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資料 2-1-3 令和６（2024）年度 教職ガイダンス 実施状況とアンケート集計結果 

 

ガイダンスの種類・目的 

ガイダンス名 対象 目的 

教職課程ガイダンス 本学で教職課

程の履修を開

始する学生 

・星槎大学の「教員養成の理念」を理解し、教職

に就くことの責任を自覚する。  

・教職課程における履修から教員免許申請まで

の流れについて、その概要を理解する。 

・在学中の学修計画を立て、学修上の努力と自

己研鑚を積む心構えを身につける。 

内諾活動ガイダンス 次年度に教育

実習の実施を

希望する学生 

・教育実習の意義と実習依頼時の心構え、マナ

ーを確認する。  

・教育実習実施に関する申請、履修要件、内諾を

得るまでの流れ等を理解する。  

内諾活動事前面接 次年度に教育

実習の実施を

希望する学生 

・教育実習実施の適性等を確認する。 

教育実習ガイダンス 教育実習実施

年度の学生 

・教育実習の目的を考え確認する。  

・教育実習の心構えを理解する。  

・教育実習中の諸注意を考え確認する。  

 

１．4 月実施 

（１）実施日時 2024 年 4 月 14 日（日）13：30～17：30 

（２）実施形態 Web ライブ（Zoom）（一部一定期間中のオンデマンドあり） 

（３）参加学生数 

教職課程ガイダンス 内諾活動ガイダンス 内諾活動事前面接 教育実習ガイダンス 

207 人 164 人 164 人 384 人 

 

（４）実施内容 

時程 項目 概要 

13：30～13：35 教職課程ガイダンス開始ア

ナウンス 

・教職課程ガイダンスの流れについて 

13：35～13：45 教職総合支援センター長よ

り挨拶・教職について 

・教職を目指すことについて 

・本学の「教員養成の理念」について 
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13：45～14：15 グループディスカッション ・グループディスカッション 

テーマ「私の目指す教師像とその理由」 

14：15～14：30 発表 ・グループごと発表 

14：30～14：35 まとめ ・まとめ、振り返り 

14：35～14：40 アンケート案内 ・アンケートの案内 

14：40～15：00 休憩  

15：00～15：15 内諾活動事前面接の準備・

Zoom 入室 

・面接の流れ、評価の確認 

・面接学生の Zoom 入室管理 

15：30～17：30 内諾活動事前面接 ・面接を順次開始 

17：30 終了  

 

（５）事後アンケート回答者数（回答率） 

教職課程ガイダンス 内諾活動ガイダンス 内諾活動事前面接 教育実習ガイダンス 

181 人（87.4％） 159 人（96.9％） アンケート実施なし 90 人（23.4％） 

 

 

２．5 月実施 

（１）実施日時 2024 年 5 月 11 日（土）13：30～17：30 

（２）実施形態 Web ライブ（Zoom）（一部一定期間中のオンデマンドあり） 

（３）参加学生数 

教職課程ガイダンス 内諾活動ガイダンス 内諾活動事前面接 

219 人 203 人 203 人 

 

（４）実施内容 

4 月実施と同じ 

 

（５）事後アンケート回答者数（回答率） 

教職課程ガイダンス 内諾活動ガイダンス 内諾活動事前面接 

179 人（81.7％） 194 人（95.6％） アンケート実施なし 
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３．10 月実施 

（１）実施日時 2024 年 10 月 19 日（土）13：30～14：40 

（２）実施形態 Web ライブ（Zoom）（一部一定期間中のオンデマンドあり） 

（３）参加学生数 

教職課程ガイダンス 

102 人 

 

（４）実施内容 

時程 項目 概要 

13：30～13：35 教職課程ガイダンス開始ア

ナウンス 

・教職課程ガイダンスの流れについて 

13：35～13：40 教職総合支援センター長よ

り挨拶・教職について 

・教職を目指すことについて 

・本学の「教員養成の理念」について 

13：40～14：10 グループディスカッション ・グループディスカッション 

テーマ「私の目指す教師像とその理由」 

14：10～14：30 発表 ・グループごと発表 

14：30～14：35 まとめ ・まとめ、振り返り 

14：35～14：40 アンケート案内 ・アンケートの案内 

14：10 終了  

 

（５）事後アンケート回答者数（回答率） 

教職課程ガイダンス 

89 人（87.3％） 

 

 

４．事後アンケート回答結果（1 年分をガイダンスごとに集計） 

 

（１）教職課程ガイダンス 

一年間の参加学生数合計 一年間のアンケート回答者数合計（回答率） 

528 人 449 人（85％） 

 

質問 1 「教職課程ガイダンス（事務的事項）」（オンデマンド方式）はどうでしたか？ 

選択肢 回答 

良かった 305 人（68.1％） 

やや良かった 111 人（24.8％） 
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どちらでもない 30 人（6.7％） 

やや悪かった 1 人（0.2％） 

悪かった 1 人（0.2％） 

合計 448 人（100％） 

 

質問２ 質問「１」でそう思った理由をお聞かせください。 

選択肢 回答 

良かった ・分かりやすかった、理解できた、見通し

が持てた、スケジュールが分かった。

（171 名） 

・オンデマンドの受講しやすさ、社会人等

で仕事があっても受講しやすい。 

（46 名） 

・ディスカッションがよかった、他の参加

者との交流がよかった。（42 名） 

・教師になる心構え、実習の心構え、大学

の理念等がよくわかった。（21 名） 

・進行がスムーズだった。（2 名） 

やや良かった ・分かりやすかった。（69 名） 

・オンデマンドなどの受講しやすさ。 

（10 名） 

・Web ライブ開催の方のグループディス

カッションの交流。（8 名） 

・教職を目指す心構え、大学の思想など。

（5 名） 

・もっと簡潔に、聴き取りづらい部分あ

り、分かりやすかったがピンとこなかっ

た。（3 名） 

どちらでもない ・情報を得られた、オンデマンドがよかっ

た。（7 名） 

・知っている内容、教員免許を初めて取得

する人向けで自分には関係なかった。（5

名） 

・質問しづらい、難しい、もう少し詳しく

知りたい、自動字幕がわかりづらい。 

（4 名） 
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・テンポが速い、聞き逃したかもしれない

不安。（2 名） 

やや悪かった ・教育実習までの流れが難しかった。 

（1 名） 

悪かった ・オンデマンド事前録画のため発表者の話

し方を改善してほしい要望。（1 名） 

 

質問３ 4 月 14（日）にリアルタイムで受講された「教職課程ガイダンス（教育的事項）」

（Web ライブ方式）はどうでしたか？ 

選択肢 回答 

良かった 366 人（81.5％） 

やや良かった 69 人（15.4％） 

どちらでもない 12 人（2.7％） 

やや悪かった 2 人（0.4％） 

悪かった 0 人（0％） 

合計 449 人（100％） 

 

質問４ 質問「３」でそう思った理由をお聞かせください。 

選択肢 回答 

良かった ・グループディスカッションがよかった、

通信制で孤独な学修だと思っていたが交

流できてよかった、様々な立場や生き方

の参加者と意見交換できた。（344 名） 

・Zoom、Web ライブで自宅受講できるこ

とのメリット。（8 名） 

・今後の流れ等がわかった。（2 名） 

・グループディスカッションの司会の役割

をスムーズにできた。（1 名） 

やや良かった ・グループディスカッションでの交流がよ

かった。（57 名） 

・教職課程のしくみ、学修、大事なポイン

トがわかった。（3 名） 

・グループディスカッションで積極的では

ない人もいた。（1 名） 

・改めて実習に向けて気合いが入った。 

（1 名） 
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・発表で急にあたった。（1 名） 

どちらでもない ・ディスカッションへの意見（ディスカッ

ションの必要性が不明、交流はスクーリ

ングでもできる。）（2 名） 

・日程が指定されていることへの意見（自

分のタイミングで受講できない。） 

（1 名） 

・現職教員としては知っている内容だっ

た。（1 名） 

・参加人数が多い（1 名） 

やや悪かった ・有意義な話し合いができなかったため。

（1 名） 

・予定していた時間に終了出来なかったた

め。（1 名） 

 

 

（２）内諾活動ガイダンス 

一年間の参加学生数合計 一年間のアンケート回答者数合計（回答率） 

367 人 354 人（96.5％） 

 

質問 1 「内諾活動ガイダンス」の動画はどうでしたか？ 

選択肢 回答 

良かった 235 人（66.5％） 

やや良かった 89 人（25.1％） 

どちらでもない 27 人（7.6％） 

やや悪かった 3 人（0.8％） 

悪かった 0 人（0％） 

合計 354 人（100％） 

 

質問２ 質問「１」でそう思った理由をお聞かせください。 

選択肢 回答 

良かった ・内容が分かりやすかった、時系列であっ

たことやスライドが分かりやすかった、

説明が丁寧だった。（189 名） 

・実習への心構えができた。（24 名） 

やや良かった ・分かりやすかった。（80 名） 
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・資料はよいが聴き取りづらい部分あり。

（6 名） 

・自宅で受講できてよかった。（1 名） 

どちらでもない ・要点をまとめてほしい、書類についての

説明があるとよい。（3 名） 

・実習校や実習に対する姿勢は当たり前の

内容だった。（3 名） 

・字幕があるとよい。（1 名） 

・もう少しゆっくり説明してほしい。 

（1 名） 

やや悪かった ・もう少し分かりやすくしてほしい。 

（3 名） 

 

 

（３）教育実習ガイダンス 

一年間の参加学生数合計 一年間のアンケート回答者数合計（回答率） 

384 人 90 人（23.4％） 

 

質問 1 「教育実習ガイダンス」の動画はどうでしたか？ 

選択肢 回答 

良かった 58 人（64.4％） 

やや良かった 26 人（28.9％） 

どちらでもない 5 人（5.6％） 

やや悪かった 1 人（1.1％） 

悪かった 0 人（0％） 

合計 90 人（100％） 

 

質問２ 質問「１」でそう思った理由をお聞かせください。 

選択肢 回答 

良かった ・教育実習に関する心構え、手続き等が理

解できた、簡潔で分かりやすかった。 

（52 名） 

やや良かった ・教育実習に関する心構え、手続き等が理

解できた。（20 名） 

どちらでもない ・『教育実習のしおり』のページ順の説明



8 

 

ではなく、ページがあちこちに飛んで説

明されていた。（2 名） 

・忙しい時期に以前と同じような動画を今

回も見なければならなかった。（1 名） 

・いつまでに視聴すればよいか分からなか

った。（1 名） 

・タイムラインがあるとよい。（1 名） 

やや悪かった ・注意すべき事項が多い、『教育実習のし

おり』に書かれていないことの説明もあ

った、ナレーターの話し方の改善要望、

いつまでに何をしなければならないのか

不安あり。（1 名） 
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資料 2-1-4 教職課程履修カルテ・履修カルテ（自己評価） 
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資料 2-2-1 令和６（2024）年度 教員採用試験対策講座 実施状況とアンケート集計結果 

 

１．春期 教員採用試験対策講座 

（１）申込期間 2024 年 4 月 1 日（月）～4 月 15 日（月） 

（２）実施日時 2024 年 4 月 21 日（日）10：00～17：00 

（３）実施方法 Zoom 

（４）実施内容 

時程 項目 概要 

10：00～10：15 
スケジュール説明 

・本日のスケジュール説明 

・教員自己紹介 

10：15～10：20 教職総合支援センター長挨拶 ・挨拶 

10：20～11：00 教員採用試験について ・教員採用試験の最新情報 

11：00～11：20 新「生徒指導提要」について ・新「生徒指導提要」の説明 

11：20～11：30 休憩  

11：30～11：45 
教育の情報化について 

・文部科学省の情報化政策を中

心に説明 

11：45～12：00 
論作文について 

・論作文を書く上での注意点と

ポイント 

12：00～12：15 個人面接について ・個人面接のポイント 

12：15～12：30 模擬授業について ・模擬授業のポイント 

12：30～13：30 お昼休憩  

13：30～14：05 
場面指導についての実習（グル

ープ実習） 

・初等、中等、特別支援学校の

学校種に分かれてグループ

ごとに実習 

14：05～14：20 場面指導についてのまとめ ・場面指導のポイント 

14：20～14：30 休憩  

14：30～15：00 

教員採用試験合格者の体験談 

・初等、中等（英語）、中等（保

健体育）、中等（社会）、特別

支援学校へ合格し現職教員

として勤務中の卒業生の体

験談 

15：00～15：30 教員採用試験合格者へ質疑応答

（グループ実習） 

・教員採用試験合格者を囲んで

グループごとに実習 

15：30～15：40 休憩  

15：40～16：50 模擬授業・個人面接・集団面接・

その他相談対応（グループ実習） 

・事前に対策希望を挙げた対策

内容での実習 
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16：50～17：00 本日のまとめ・閉会 ・まとめ 

 

（５）受講者数 24 名 

（６）アンケート実施期間 当日終了直後に配信 

（７）アンケート回答者数 16 名（回答率 66.7％） 

（８）アンケート結果（匿名回答） 

質問 1．全体の感想を下記より１つお選びください 

選択肢 回答 

良かった 12 人（75％） 

やや良かった 3 人（18.8％） 

どちらでもない 0（0%） 

やや悪かった 0（0%） 

悪かった 1 人（6.2%） 

合計 16 人（100％） 

 

質問 2．1 でそう思った理由をお書きください 

（回答内容別に記載） 

回答内容 

（１で「良かった」の回答） 

・先生や先輩から色々な話を聞けた。合格者との話について、とても参考になった。 

・自分がしなくてはいけないことが明確になった。 

・知らない情報や今後の対策のために非常に役立ちました。知らなかったことが知るこ

とができた。 

・最新の情報が得られたり、面接のアドバイスがいただけたり、何よりも先生方の熱意が

伝わってきた。最新情報をきけたことと、教員採用試験への気持ちを立て直せたことで

す。 

・テスト対策や面接の乗り切り方まで聞くことができたため良かった。 

（１で「やや良かった」の回答） 

・実技メインだったので、筆記試験対策が聞きたかった。 

・内容は濃かったが、各内容の時間配分が短く感じられたため。 

（１で「悪かった」の回答） 

・実施時期等が不適切（早期開催日程の県受験のため、教員採用試験対策講座の実施時期

ですでに願書受付が開始している。内容について一番聞きたい部分の時間が短かっ

た。） 
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質問 3．特に印象に残った講座内容があればお書きください 

回答内容 回答 

生徒指導提要、場面指導、論作文などのグ

ループワーク含む 
11 人（78.6％） 

合格者の体験談 2 人（14.3％） 

最新情報 1 人（7.1％） 

合計 14 人（100％） 

 

質問 4．採用試験合格者体験談についての感想をお書きください 

（回答内容を個別に記載） 

回答内容 

・どのような対策をしていたのか参考になりました。 

・どんな勉強方法をしたかやどんなことを考えながら勉強をしたかを知ることができて、

とても良かったです。 

・合格者の指導案の対策や、面接などの具体的内容を聞くことができ、とても参考になっ

た。 

・リアルな話をきけて、これからに活かすことができそう 

・置かれている環境が違うので、結局は現状を考慮した上で、自分なりの対策を進めてい

かなければならないのですが、良い刺激を受けることができました。 

・仕事をしながらどのように時間を使い、対策をされていたのかを知ることが出来、とて

も参考になった。また合格者の方の話し方や受け答え方などについてもとても参考に

なった。 

・身近な先輩に、どう言う事に気をつけて臨んだかを聴ける貴重な体験だったので、参考

になった。 

・試験勉強や試験内容などを細かく教えてくださったので、今ある漠然とした試験への

悩みの解消や勉強する活力になりました。 

・同年代の先生の合格体験を伺って、自分も頑張りたいと思いました。 

・同じ自治体を受験して合格された方の話を聞けて良かったです。 

・色々な方の体験談が聞けた。年齢は関係ないという言葉が印象的でした。 

・質問することができて良かった。 

 

２．夏期 オンデマンド講座 

（１）申込期間 2024 年 6 月 26 日（水）～ 12 月 11 日（水） 

（２）実施期間 2024 年 7 月 1 日（月）～2025 年 1 月 31 日（金） 

（３）実施方法 オンデマンド 
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（４）実施内容 

項目 概要 

教員採用試験の最新事情 
・教員採用試験の最新情報 

・新「生徒指導提要」について 

教育の情報化について ・文部科学省の情報化政策を中心に 

論作文について ・論作文を書く上での注意点とポイント 

個人面接について ・個人面接のポイントを指導 

模擬授業について ・模擬授業のポイントを指導 

場面指導について ・場面指導のポイントを指導 

教員採用試験合格者の体験談 
・教員採用試験に合格し教職に就いている卒業生の、

採用試験対策と教職のやりがいについて 

 

（５）受講者数 22 名 

（６）アンケート実施期間 2024 年 7 月 1 日（月）～2025 年 1 月 31 日（金） 

（７）アンケート回答者数 4 名（回答率 18.2％） 

（８）アンケート結果（匿名回答） 

質問 1．全体の感想を下記より１つお選びください 

選択肢 回答 

良かった 1 人（25％） 

やや良かった 3 人（75％） 

どちらでもない 0 人（0％） 

やや悪かった 0 人（0％） 

悪かった 0 人（0％） 

合計 4 人（100％） 

 

質問 2．1 でそう思った理由をお書きください 

（回答数が少ないため、回答内容を個別に記載） 

回答内容 

注意点、考慮点が明確であったことについて良い。 

教員採用試験前の心得や事前準備が分かり良かったと思います。   

動画と資料を見比べて、何度も繰り返し自分のペースで確認できたので。 

体験談を聞けたのが良かったから。 

 

 

 



5 

 

質問 3．特に印象に残った講座内容があればお書きください 

（回答数が少ないため、回答内容を個別に記載） 

回答内容 

場面設定、模擬授業、面接 

生徒指導提要について学んでおくべき点が多々あることを知ることが出来ました。 

生徒指導提要についての講座がポイントがつかみやすかったです。 

小学校の教員採用試験に合格した方の話 

 

質問 4．採用試験合格者体験談についての感想をお書きください 

（回答数が少ないため、回答内容を個別に記載） 

回答内容 

創意工夫されているので役立つ。 

どのような生活スタイルで採用試験前の対策なども詳しく話してくださっていたのでと

ても参考になりました。 

小学校だけ PDF で資料を確認できました。動画はなかったですが、よりわかりやすかっ

たです。 

具体的にどのように対策したらいいのか、準備の期間や動きなどが分かってよかったで

す。 

 

３．夏期 個別対策講座 

（１）申込期間 希望する個別対策講座実施の 5 日前まで 

（２）実施期間 2024 年 7 月 1 日（月）～8 月 31 日（土） 

（３）実施方法 希望する対策内容により Zoom もしくは対面実施 

（４）受講者数 6 名 

（５）個別対策講座実施内容（2 次試験対策・申し込み順） 

No. 受験先 受験する学校種・教科 実施方法 実施内容 

1 神奈川県 特別支援学校 Zoom 
模擬授業 

面接 

2 新潟県 小学校 Zoom 面接 

3 岩手県 特別支援学校 Zoom 面接 

4 長崎県 小学校 Zoom 面接 

5 神奈川県 特別支援学校 Zoom 模擬授業 

6 埼玉県 小学校 Zoom 

面接 

場面指導 

論述 
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（６）個別対策講座の受講者の感想 

（回答数が少ないため、回答内容を個別に記載） 

回答内容 

まだ教育実習も終えていなかったのでまさか 1 次を通過すると思わず指導計画書の作り

方もわからない中で模擬授業を準備する必要があったため、細かくいろいろなことを教

えていただきとても助かりました。当日の模擬試験は及第点以上をいただけました。 

先生の説明が分かりやすく、励ましの言葉をたくさんいただいた。 

丁寧に諮問・解説をしていただいた。 

 

 

 



資料 2-2-2 星槎大学学生ポータルサイト「就職情報の提供」 

学生ポータルサイト画面例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事内容省略 

記事内容省略 

記事内容省略 

記事内容省略 

記事内容省略 


